



























































んかし  す い        ふー が        っちゅ   をぅ 




’Nkasi sui-nakai huugawai-na Qcu-nu ’uibiitaN. 
昔、首里に風変わりな人がいました。 
 
なー     じらー         い 
(2) 名や 次良んでぃ 言ゃびーん。 
naa-ja ziraa-Ndi ʔjabiiN. 
名は次良と言います。 
 
 じ らー    うや  ちゃー   とぅし  とぅ 
(3) 次良ぬ 親ぬ達や 年 取てぃ、 
やー     し         みぐ 
家ぬ 仕くちん 巡いかんてぃーっし 
 め        たむぬ   ねー 
燃ーする 薪ん 無らん なてぃ、 
ふぃーびー    か   むぬ 
日々ぬ 食み物ん まま ないびらんたん。 
ziraa-nu ʔuja-nu-caa-ja tusi tuti, 
’jaa-nu sikuci-N migui-kaNtii-Qsi, 
meesuru tamunu-N neeraN nati, 






         な   ゆ       あ 
(4) うんな 成り行ちぬ 有いびーたしが、 
     じらー    うる  むん                  むん 
うぬ次良や 愚か者 やてぃ、なまたり者 やいびーたくとぅ、 
            しぐとぅ 
むさっとぅ 仕事ん さびらんたん。 
ʔuNna narijuci-nu ʔaibiita-siga, 
ʔunu ziraa-ja ʔuruka-muN ’jati, namatari-muN ’jaibiita-kutu, 





とぅし     じゅーはち               にーしぇー 
(5) 年ぇー 十八、サラバンジぬ 二才 なてぃん、 
ふたうや     ゆ  ぐとぅ     ち       うや     なんじ     かん 
双親ぬ 寄し言ん 聞かん、親ぬ 難儀ん 考げーらん、 
ふぃるふぃなか     ゆる                    にん 
昼日中から 夜までぃ ふぃっちー 眠とーいびーたん。 




huta-ʔuja-nu jusi-gutu-N cikaN, ʔuja-nu naNzi-N kaNgeeraN, 





とぅし とぅ        ゐなぐ うや     む ぬ   に 
(6) 年 取とーる 女ぬ親ぬ 食物 煮ーねー、 
 じらー     う                   か 
次良や 起きてぃ ちゃーに、食でぃ、 
 か   う           し    にん 
食み終わいねー、直ぐ 眠じ、 
              ぬ       か 
うぬ ぐとぅ 飲だい 食だいだきどぅ する、 
ぬー                  めーなち   く 
何ん さん ぐとぅ、毎日 暮らちょーいびーたん。 
tusi tutooru ’inagu-nu-ʔuja-nu munu nii-nee, 
ziraa-ja ʔukiti caa-ni, kadi, 
kami-ʔuwai-nee, sigu niNzi, 
ʔunu gutu nudai kadai-daki-du suru, 







 し きん    っちゅ ちゃー    んな        じらー 
(7) 世間ぬ 人ぬ達や、皆 うぬ 次良 うしぇーてぃ、 
        むし              なーじ         ゆ 
ニーブイ虫ジラーんでぃ 名付きっし 呼どーいびーたん。 
sikiN-nu Qcu-nu-caa-ja, ’Nna ʔunu ziraa ʔuseeti, 




うや  ちゃー              わた 
(8) 親ぬ達や いっぺー 腹 むげーてぃ、 
じらー     くとぅ みー ち 
次良ぬ 事 見切っち、 
とぅー    とぅくる       うぃ                うむ 
遠さる 所んかい 追ーほーらんでぃ 思やびたしが、 
っちゅ   ぬー        い            うやっくゎ    なさ       あ 
人に 何んでぃ 言ゃってぃん、親子ぬ 情きん 有てぃ、 
 た   ち      くとぅ                      どぅんどぅん 




ちちふぃ     た 
月日ぬ 経っち ねーやびらんたん。 
ʔuja-nu-caa-ja ʔiQpee ’wata mugeeti, 
ziraa-nu kutu mii-ciQci, 
tuusaru kukuru-Nkai ʔwii-hoora-Ndi ʔumujabita-siga, 
Qcu-ni nuu-Ndi ʔjaQtiN,  ʔujaQkwa-nu nasaki-N ʔati, 
taQ-ciiru kutu-N naraN, kuri-madi duNduN-tu sooru ʔuci-ni, 








             じらー    てぃー     みじ        はか  ぐとぅ 
(9) ある ばす、次良や 一ちぬ 珍らしー 謀り事 いぐまち、 
とぅし とぅ        ゐきが うや    やー  ぅん 
年 取とーる 男ぬ親ぬ 家 出じてぃ 
とぅー     とぅくる       い 
遠さる 所んかい 行ちゅしとー まじゅん、 
ゐなぐ  うや        ん         い 
女ぬ親んかい 向かてぃ 言ゃびたん。 
ʔaru basu, ziraa-ja tiici-nu mizirasii hakari-gutu ʔigumaci, 
tusi tutooru ’ikiga-nu-ʔuja-nu ’jaa ʔNziti 
tuusaru tukuru-Nkai ʔicu-si-too mazuN, 






  わ       ふ       むの    しる 
(10) ｢我ーが 欲さる 物ー 白サージャーどぅ やいびーる。 
’waa-ga husaru munoo siru-saazaa-du ’jaibiiru. 
｢私が欲しいものは、白鷺なんです。 
 
 わ            てぃー    こ         くぃ 
(11) 我んにんかい、一ち 買ーてぃ、呉ーる むんどぅん やれー、 
ふか      ぬー    い 
他ねー 何ん 要やびらん。 













ゐなぐ うや    じらー 
(13) 女ぬ親ー 次良んかい 
ぬー       い    しる              ふ             い 
何んでぃ言ち 白サージャーぬ 欲さがんでぃ 言ち、 
       わ き   とぅ 
うぬ 理由 問ーやびたしが、 
 じらー         だま      ふぃ じ 
次良や うし黙てぃ、返事ぇー さびらんたん。 
’inagu-nu-ʔujaa ziraa-Nkai 
nuu-Ndi-ʔici siru-saazaa-nu husa-ga-Ndi ʔici, 
unu ’waki tuujabita-siga, 






                 ゐなぐ  うや     じ らー        い 
(14) あんさびーくとぅ、女ぬ親ー 次良んかい 言ゃびたん。 
ʔaN-sabii-kutu, ’inagu-nu-ʔujaa ziraa-Nkai ʔjabitaN. 
それで、母親は彼に向かって言いました。 
 
  わ         やー             ふぃんすー 
(15) ｢我ったー 家や いっぺー 貧相 そーるむんぬ、 
ぬー      い     うふじん  ちか 
何んでぃ言ち 大銭 使てぃ、 
いゃー       くぃ              あ 
汝んかい 呉ーる むんぬ 有が？」 
’waQtaa ’jaa-ja ʔiQpee hwiNsuu sooru-muNnu, 
nuu-Ndi-ʔici ʔuhu-ziN cikati, 







             くくる    うち          ゐなぐ うや     うむ 
(16) やいびーしが、心ぬ 内をぅてぃ 女ぬ親ー 思やびたん。 
’jaibii-siga, kukuru-nu ʔuci-’uti ’inagu-nu-ʔujaa ʔumujabitaN. 
しかし、内心、母親は思いました。 
 
  じ らー    ぅん 
(17) ｢次良や、生まりーんから くりまでぃ、 
からた   よー     っちゅな           い 
体ぬ 弱さぬ、人並みんでー 言ゃららん。 
ziraa-ja ʔNmariiN-kara kuri-madi, 




まん  てぃー    や              かか 
(18) 万が一ち、病んめーんかい 罹てぃ、 
わか ぐ そー 
若後生 かきらちぇー ならん。 
maN-ga-tiici, ’jaNmee-Nkai kakati, 




あとぅ     くーくぇー    くとぅ 
(19) 後から 後悔する 事んかい 
              わ 
ないが すら 分からんむんぬ。」 
atu-kara kuukwee-suru kutu-Nkai 




                                じん   か   あち 
(20) あんさびーくとぅ、あまくまから 銭 借い集みてぃ、 
      っちゅ        うにげ         やま ぐ や         や 
うぬ 人んかい 御願ーっし、山小屋んかい 遣らする ばす、 
しる            こ               じ らー        くぃ 
白サージャー 買ーらしみてぃ、次良んかい 呉やびたん。 
ʔaN-sabii-kutu, ʔama-kuma-kara ziN kai-ʔacimiti, 
ʔunu Qcu-Nkai ʔu-nigee-Qsi, ’jamaguja-Nkai ’jarasuru basu, 









                  じ らー             ゆるく 
(21) あんさびたくとぅ、次良や いっぺー 喜でぃ、 
しる            てーしち    かくぐ 
白サージャー 大切に 格護っし、 
っちゅ         ちゅみー     み 
人んかえー 一目ん 見しやびらんたん。 
ʔaN-sabita-kutu, ziraa-ja ʔiQpee ’jurukudi, 
siru-saazaa teesici-ni kakugu-Qsi, 





      ゆる    ま ゆ なか  とぅな 
(22) ある 夜ぬ 真夜中、隣いぬ うぇーきんちゅぬ 
やーにんじゅ    にん   ふ            うむ 
家人数ぬ 眠じ更きたんでぃ 思いしとー まじゅん、 
 じ らー    しる           ふちゅくる      だ 
次良や 白サージャー 懐んかい 抱ちゃーに、 
しんにん            しがた            か 
仙人タンメーぬ 姿んかい うち変わてぃ、 
         ぐゎー なー    めー            ぎー        ぬぶ 
すりーとぅ小、庭ぬ 前ぬ ガジマル木んかい 昇やびたん。 
ʔaru ’juru-nu ma-junaka, tunai-nu ʔweekiNcu-nu 
’jaaniNzu-nu niNzi-hukitaN-di ʔumui-si-too mazuN, 
ziraa-ja siru-saazaa hucukuru-Nkai dacaa-ni, 
siNniN-taNmee-nu sigata-Nkai ʔuci-kawati, 







        うふぐぃー                               なー   ゆ 
(23) あんし、大声さーに うぬ うぇーきんちゅぬ 名 呼でぃ、 
 いす    なー        ぅん 
｢急じ 庭んかい 出じてぃ、 
うてぃん     う かみ     う たっ    ち              い 
御天ぬ 御神ぬ 御達し 聞き。」んでぃ 言ゃびたん。 
ʔaNsi, ʔuhu-gwii-saani ʔunu ʔweekiNcu-nu naa ’judi, 
ʔisuzi naa-Nkai ʔNziti, 








                        みーとぅ 
(24) うぬ うぇーきんちゅぬ 夫婦んだー、 
いみ    なーか          わ                  たまし  ぬ 
夢ぬ 中が やら 分からん、いっぺー 魂 抜ぎてぃ、 
あわ                        なー        ぅん 
慌てぃーひゃーてぃーっし 庭んかい 出じやびたん。 
ʔunu ʔweekiNcu-nu miituNdaa, 
ʔimi-nu naaka-ga ’jara ’wakaraN, ʔiQpee tamasi nugiti, 





 じらー           きー    うぃー      い 
(25) 次良や うぬ 木ぬ 上から 言ゃびたん。 
ziraa-ja ʔunu kii-nu ʔwii-kara ʔjabitaN. 
次良はその木の上より言いました。 
 
  わ         にんじの 
(26) ｢我んねー 人間ー あらん。 
’waNnee niNzinoo ʔaraN. 
｢私は人間ではない。 
 
なま  うてぃん     うかみ            うてぃんぐとぅ 
(27) 今 御天ぬ 御神がなしーぬ 御天事にゆってぃ、 
          やー        う         ちて 
いったー 家んかい 降りてぃ 伝ーゆん。 
nama ʔu-tiN-nu ʔu-kami-ganasii-nu ʔu-tiN-gutu-ni-juQti, 




                  ゐきが  ぐゎ    をぅ 
(28) いったーんかえー 男ん子ぬ 居らん、 
      ゐなぐ  ぐゎ  ちゅい           ぅん           さだみ 
ただ 女ん子 一人だきどぅ 生まりーる 運命。 
ʔiQtaa-Nkaee ’ikigaNgwa-nu ’uraN, 









      くとぅ           はら だ           うら 
(29) うぬ 事にちーてぃ 腹立ち さい 恨だい しぇー ならん。 
ʔunu kutu-ni-ciiti hara-daci sai ʔuradai see naraN. 
そのことを怒ったり怨んだりしてはならない。 
 
          ちゅい ゐなぐ ぐゎ    くんどぅ  じゅーるく 
(30) いったー 一人女ん子ー、今年 十六 ないしが、 
ふぇー   にーびち    いぇーてぃ  き        しやわ 
早く 結婚ぬ 相手 決みてぃ、幸し ならんだれー ならん。 
ʔiQtaa cui-’inaguNgwaa, kuNdu zuu-ruku nai-siga, 




             ゐなぐ  ぐゎ 
(31) あんし、うぬ 女ん子、 
とぅな     じ らー    ゆみ                        やー  ち 
隣いぬ 次良ぬ 嫁んかい なち、いったー 家 継がし。 
ʔaNsi, ʔunu ’inaguNgwa, 




           じらー     ふたうや 
(32) うりから、次良ぬ 双親ん うんちけーっし、 
           ちねー           こーじ がた 
いったー 家内をぅてぃ 孝慈方っし うさぎてぃ、 
ひゃくは た ち    うとぅし  んけ 
百二十歳ぬ 御年 迎ーゆる ぐとぅっし。 
ʔurikara, ziraa-nu huta-ʔuja-N ʔuNcikee-Qsi, 
ʔiQtaa cinee-’uti koozi-gata-Qsi ʔusagiti, 





                          じらー 
(33) くりまでぃぬ とぅくろー、次良や 
うる  むん       い          っちゅ 
愚か者でぃ 言ゃってぃ、人んかい うしぇーらっとーしが、 
       くくる    うち     まくとぅちゅしじ 
ありが 心ぬ 内ぇー 誠一筋、じんぶぬん まんでぃ、 
     い   むん 
そー入り者 やくとぅ、 
          さち      かん      さけ        い 
くりから 先ぇー、必なじ 栄ーてぃ 行ちゅん。 




ʔuruka-muN-di ʔjaQti, Qcu-Nkai ʔuseeraQtoo-siga, 
ʔari-ga kukuru-nu ʔucee makutu-cusizi, ziNbunu-N maNdi, 
soo-ʔiri-muN ’ja-kutu, 







         どぅんどぅん 
(34) やくとぅ、鈍々とぅ しぇー ならん。 
’ja-kutu, duNduN-tu see naraN. 
だから、ぐずぐずしていてはならない。 
 
まん  いち        い   ち           すむ 
(35) 万が一 うぬ 言ー付きんかい 背ち、 
              ふぃ  ぬ 
いちまでぃん 引ち延ばする むんどぅん やれー、 
 ち         むぬぐと            い              い 
決してぃ 物事ー ゆーや 行かん。」でぃ 言ゃびたん。 
maN-ga-ʔici ʔunu ʔiiciki-Nkai sumuci, 
ʔicimadiN hwici-nubasuru muN-duN ’jaree, 





       う                           みーとぅ 
(36) うり 受きたる うぇーきんちゅぬ 夫婦んだー、 
 にどぅ   さんどぅ  ちぶる  さ 
二度 三度 頭 下ぎてぃ うんぬきやびたん。 
ʔuri ʔukitaru ʔweekiNcu-nu miituNdaa, 




  わ        ゐなぐ ぐゎ    ぅん 
(37) ｢我ったー 女ん子ー、生まりじち、 
 ちろー             すな           うぃー 
器量じんぶんぬ 備わてぃ、うぬ上なかい、 





          ゐきが ちゃー     とぅじ      ぶ           い 
あまたぬ 男ぬ達から 妻 しー欲さんでぃ 言ち、 
むーくいら             ゐんだん    あ 
婿選び すんでぃ、縁談ぬ 有いびーしが、 
なま        いちどぅ    たー        にーびち 
今までぃ 一度ん 誰とぅん 結婚すんでぃ 
 き         をぅ 
決みてー 居いびらん。 
’waQtaa ’inaguNgwaa, ʔNmari-zici, 
ciroo-ziNbuN-nu sunawati, ʔunu-ʔwii-nakai, 
cira-damasi-N ʔai, curasaibii-kutu, 
ʔamata-nu ’ikiga-nu-caa-kara tuzi sii-busaN-di ʔici, 
muuku-ʔirabi suN-di, ’iNdaN-nu ʔaibii-siga, 










なま  うてぃん    う かみ            うてぃんぐとぅ をぅが 
(38) 今 御天ぬ 御神がなしーぬ 御天事 拝でぃ、 
    うぃー       ゆるく      ねー 
くり上てぃぬ 喜べー 無やびらん。 
nama ʔu-tiN-nu ʔu-kami-ganasii-nu ʔu-tiN-gutu ’ugadi, 




 う かみ            うくとぅば                     した 
(39) 御神がなしーぬ 御言葉んかい しかいとぅ 従がてぃ、 
              くとぅ    あ 
ちゃぬよーな 事ぬ 有てぃん、 
                           い    ちゅーじゅー    ちぶる  さ 
ばっぺーや さびらん。」でぃ言ち、強々とぅ 頭 下ぎてぃ、 
  う       が ふー   くとぅ 
｢御しでぃ果報な 事 でーびる。」んでぃ うんぬきやびたん。 
ʔu-kami-ganasii-nu ʔu-kutuba-Nkai sikai-tu sitagati, 
canu-joo-na kutu-nu ʔati-N, 
baQpee-ja sabiraN. -di ʔici, cuuzuu-tu ciburu sagiti, 









 じらー      わ        てぃぬ       むどぅ      なま    くとぅ  ちて               い 
(40) 次良や、「我んねー 天んかい 戻てぃ、今ぬ 事 伝ーゆん。」でぃ 言ち、 
 し       しる            とぅ 
直ぐに 白サージャー 飛ばさびたん。 
ziraa-ja, waNnee tinu-Nkai muduti, nama-nu kutu citeejuN. -di ʔici, 




       ん                          みーとぅ 
(41) うり 見ちゃる うぇーきんちゅぬ 夫婦んだー、 
まさ      ふんとー        うむ 
勝てぃ 本当んでぃ 思てぃ、 
とぅ       い        しる                 ちぶる  さ        てぃー 
飛でぃ 行ちゅる 白サージャーんかい 頭 下ぎてぃ、手 かみてぃ、 
やー    なーか        い       にん 
家ぬ 中んかい 入っち 眠じゃびたん。 
ʔuri ’Ncaru ʔweekiNcu-nu miituNdaa, 
masati huNtoo-Ndi ʔumuti, 
tudi ʔicuru siru-saazaa-Nkai ciburu sagiti, tii kamiti, 






 じらー                                      みーとぅ 
(42) 次良や まるまるーとぅ うぇーきんちゅぬ 夫婦んだ、 
だま       くとぅ ゆるく      きー    うぃー      う 
騙ちゃる 事 喜でぃ、木ぬ 上から 降りてぃ、 
どぅー   やー        むどぅ      い 
自ぬ 家んかい 戻てぃ 行ちゃびたん。 
ziraa-ja maru-maruu-tu ʔweekiNcu-nu miituNda, 
damacaru kutu ’jurukudi, kii-nu ʔwii-kara ʔuriti, 







                            みーとぅ 
(43) なーちゃ、うぇーきんちゅぬ 夫婦んだー、 
すり       じらー     やー        ぅん 
揃てぃ 次良ぬ 家んかい 行じ、 
 じらー     ふたうや        ん         い 
次良ぬ 双親んかい 向かてぃ 言ゃびたん。 
naaca, ʔweekiNcu-nu miituNdaa, 
suriti ziraa-nu ’jaa-Nkai ʔNzi, 





  わ        ゐなぐ  ぐゎ  うとぅじろ 
(44) ｢我ったー 女ん子、乙鶴ー、 
とぅし    じゅーるく 
年ぇー 十六 なとーいびーしが、 
さだ          むーく   をぅ 
定まとーる 婿ぬ 居いびらん。 
’waQtaa ’inaguNgwa, ʔutuziroo, 
tusee zuu-ruku natooibii-siga, 





              じ らー 
(45) うんじゅなー 次良、 
 わ        むーく            ぶ           うむ 
我ったー 婿んかい しー欲さんでぃ 思とーいびーん。 
ʔuNzu-naa ziraa, 




         わ         ち ねー    し       ち 
(46) あんし、我ったー 家内ぬ 仕くち 継がち、 
                       たとぅくる 
うりから、うんじゅなー 二所ん、 
 わ         ち ねー                   をぅが 
我ったー 家内んかい うんちけー 拝でぃ、 
 い   み               う く                 う 
生ち身とぅとぅーみ 御暮らしに なてぃ 御たびみそーち、 
たげ      ゐん  むし      う                         う にげ 
互ーに 縁 結でぃ 御たびみしぇーる ぐとぅ 御願ーさびら。」 
ʔaNsi, ’waQtaa cinee-nu sikuci cigaci, 




’waQtaa cinee-Nkai ʔuNcikee ’ugadi, 
ʔicimi-tutuumi ʔu-kurasi-ni nati ʔutabimisooci, 







 じらー     うや  ちゃー             たまし  ぬ 
(47) 次良ぬ 親ぬ達や いっぺー 魂 抜ぎてぃ、 
                     くとぅ    う                い 
くれー ちゃぬよーな 事ぬ 起くりたがんでぃ 言ち、 
          うふ 
じんとー 大どぅんもーい そーいびーたしが、 
                  みーとぅ            たじ 
うぇーきんちゅぬ 夫婦んだんかい 尋にやびたん。 
ziraa-nu ʔuja-nu-caa-ja ʔiQpee tamasi nugiti, 
kuree canu-joo-na kutu-nu ʔukurita-ga-Ndi ʔici, 
ziNtoo ʔuhu-duNmooi sooibiita-siga, 






  わ        ゐきが ぐゎ    ぅん                    むん 
(48) ｢我ったー 男ん子ー、生まりじちぬ なまたり者、 
ふぃる   ゆる          にん 
昼ん 夜ん ただ 眠とーるびけーじっし、 
ぬー    しぐとぅ 
何ん 仕事ん さびらん。 
’waQtaa ’ikigaNgwaa, ʔNmari-zici-nu namatari-muN, 
hwiru-N juru-N tada niNtooru-bikeezi-Qsi, 





                        し きん    っちゅ ちゃー 
(49) うりだけー あいびらん、世間ぬ 人ぬ達んかい、 
むぬわれ               くとぅ 




 ゆ     し                    とぅー 
良ー 知っちょーみしぇーる 通い やいびーん。 
ʔuri-dakee ʔaibiraN, sikiN-nu Qcu-nu-caa-Nkai, 
munu-waree saQtooru kutu-N,  ʔuNzu-naa-ga, 





わ           うや          じらー    くとぅ 
(50) 我ったーや 親とぅっし、次良ぬ 事 
          ちむ              しん 
いっぺー 肝に かきてぃ、心くるちょーいびーたん。 
’waQtaa-ja ʔuja-tuQsi, ziraa-nu kutu 




ぬー       い     わ         じ らー  くぃ むーく 
(51) 何んでぃ言ち、我ったー 次良 乞ー婿 しみしぇーびーが？ 
nuu-Ndi-ʔici, waQtaa ziraa kwii-muuku si-miseebii-ga？ 
なんでまた、うちの次良を婿になどという言葉をおっしゃるのですか。 
 
    うぃー        わ         た い 
(52) うぬ上なかい、我ったー 二人までぃ、 
              とぅんち        まに 
うんじゅなー 殿内んかい 招かってぃ、 
みーかん       う              くと 
見考げー 受きーんでぃぬ 事ー、 
          うみ      うゆ        くとぅ                    い 
まったち 思ーぬ 及ばらん 事 やいびーん。」でぃ 言ち、 
                     ぬじゅ    うくとぅ 
くふゎばにっし うぬ 望み 御断わい さびたん。 
ʔunu-ʔwii-nakai, waQtaa tai-madi, 
ʔuNzu-naa tuNci-Nkai manikaQti, 
miikaNgee ʔukiiN-di-nu kutoo, 
maQtaci ʔumii-nu ʔujubaraN kutu ’jaibiiN. -di ʔici, 









                  みーとぅ        い 
(53) うぇーきんちゅぬ 夫婦んだー 言ゃびたん。 
ʔweekiNcu-nu miituNdaa ʔjabitaN. 
金持ち夫婦は言いました。 
 
 ぬー       い 
(54) ｢何んでぃ言ち、わじゃわじゃ、 
                            だま      くとぅ    あ 
うんじゅなー うみしーじゃ 騙する 事ぬ 有いびーが？ 
nuu-Ndi-ʔici, wazawaza, 
ʔuNzu-naa ʔumi-siiza damasuru kutu-nu ʔaibii-ga？ 
｢どうして、わざわざ、あなたがたお年寄りを騙しますか。 
 
じち       ちぬー    ゆる 
(55) 実ぇー、昨日ぬ 夜、 
うてぃん        う ちけ      かた    う 
御天からぬ 御使ーぬ 方ぬ 降りてぃ めんそーち、 
 わ               う し         あ                        い 
我ったーんかい 御知らしぬ 有いびーたん・・・」でぃ 言ち、 
    ぐぃー 
ぐま声さーに くめーきてぃ、 
 ちぬー     ゆる   う         くとぅ 
昨日ぬ 夜 起くりたる 事にちーてぃ、 
ちゅ        はなし      ち 
一くさい 話っし 聞かさびたん。 
zicee, cinuu-nu ’juru, 
ʔu-tiN-kara-nu ʔu-cikee-nu kata-nu ʔuriti meNsooci, 
’waQtaa-Nkai ʔu-sirasi-nu ʔaibiitaN...-di ʔici, 
guma-gwii-saani kumeekiti, 
cinuu-nu ’juru ʔukuritaru kutu-ni-ciiti, 








 じらー     うや  ちゃー   はなし  ち 
(56) 次良ぬ 親ぬ達や 話 聞ち、はじみてぃ、 
くとぅ    な   ゆ    ふんとー        うむ 
事ぬ 成り立ち 本当んでぃ 思てぃ、 
くくる   うち          ゆるく 
心ぬ 内をぅてぃ 喜でぃ、 
くぃ  むーく       くとぅ ゆる 
乞ー婿 する 事 許さびたん。 




kutu-nu narijuci huNtoo-Ndi ʔumuti, 
kukuru-nu ʔuci-’uti ’jurukudi, 






    あとぅ         ふぃー いら      にーびち            がた 
(57) うぬ後、ゆかる 日 選でぃ、結婚ぬ しこーい方っし、 
         は        みーとぅ                 くとぅ 
あんし、晴りてぃ 夫婦 なちゃんでぃぬ 事 やいびーん。 
ʔunu-ʔatu, ’jukaru hwii ʔiradi, niibici-nu sikooi-gata-Qsi, 




                          みーとぅ 
(58) あんし、うぇーきんちゅぬ 夫婦んだー、 
 じ らー        ち ねー   ち 
次良んかい 家内 継がち、うりから、 
 じらー  たとぅくる   うや          まに 
次良 二所ぬ 親がなしー 招ち、 
                  ち ねー 
うぇーきんちゅぬ 家内をぅてぃ 
 こーじがた                        くとぅ 
孝慈方っし うさぎたんでぃぬ 事 やいびーん。 
ʔaNsi, ʔweekiNcu-nu miituNdaa, 
ziraa-Nkai cinee cigaci, ʔurikara, 
ziraa ta-tukuru-nu ʔuja-ganasii manici, 
ʔweekiNcu-nu cinee-’uti 







          あとぅ  じ らー    くくる  い   け 
(59) うりから 後、次良や 心 入り替ーてぃ、 
             あやま   あらた 
くりまでぃぬ 過ち 改みてぃ、 
          うくた     くとぅ         っちゅまさ   うみ 




ぅん          しん  た 
生まりたる 芯 立てぃてぃ、 
 しきぬ         てぃふん  み              くとぅ 
世間んかい 手本 見したんでぃぬ 事 やいびーん。 
ʔuri-kara ʔatu, ziraa-ja kukuru ʔiri-keeti, 
kuri-madi-nu ʔajamaci ʔaratamiti, 
ʔihwi-N ʔukutajuru kutu-N saN, Qcu-masai ʔumi-hamati, 
ʔNmaritaru siN tatiti, 







 せ きん    っちゅ ちゃー   くち  すら 
(60) 世間ぬ 人ぬ達や、口 揃ーち、 
みじ        くとぅ    あ                           い 
珍らしー 事ん 有る むん やさやーんでぃ 言ち、 
 さ た 
沙汰 さびたん。 
sikiN-nu Qcu-nu-caa-ja, kuci suraaci, 






  じ らー    くー                        むん 
(61) ｢次良や、小さる ばそー、ふゆーな 者 なてぃ、 
にん              しぐとぅ    ぬー 
眠てぃびけーじ、仕事ん 何ん しーゆーさんたしが、 
なま          い       っちゅまさ   しやわ      く 
今ー そー 入っち、人勝い 幸しに 暮らちょーん。 
ziraa-ja, kuusaru basoo, hujuu-na muN nati, 
niNti-bikeezi, sigutu-N nuu-N sii-juu-saNta-siga, 





        じ らー   うやふゎーふじ 




とぅくしん   ふか   まくとぅ    あ      くとぅ 
徳心ぬ 深さ、誠ぬ 有たる 事とぅ、 
ふぃーびー   し      ぬちかじ    うみ        ゆい 
日々ぬ 仕くち 命限り 思はまたる故、 
うてぃん     うかみ             う たし      あ 
御天ぬ 御神がなしーぬ 御助きぬ 有てぃ、 
しぇーうぇー う                   う かじ 
幸福 御たびみそーちゃる 御蔭どぅ やる。 
ʔuree ziraa-nu ʔujahwaahuzi-nu 
tukusiN-nu hukasa, makutu-nu ʔataru kutu-tu, 
hwiibii-nu sikuci nuci-kaziri ʔumihamataru-jui, 
ʔu-tiN-nu ʔu-kami-ganasii-nu ʔu-tasiki-nu ʔati, 







               ち ねー 
(63) あんすくとぅ、家内ぬ 
さけ        ぅん            うま                 い 
栄ーてぃ 行じゃんでぃ 思ーりーん。」でぃ 言ち、 
                             くとぅ 
うんたさ さっとーたんでぃぬ 事 やいびーん。 
ʔaN-su-kutu, cinee-nu 
sakeeti ʔNzaN-di ʔumaariiN.-di ʔici, 
















稲田浩二［監修］ 1980 『沖縄の昔話』（日本の昔話30）福田 晃・岩瀬 博・遠藤庄
治［編］ 日本放送出版協会 
岩瀬 博 1977 ｢となりのねたろう 隣の寝太郎」『日本昔話事典』稲田浩二・大島建
彦・川端豊彦・福田 晃・三原幸久［編］弘文堂：pp.653-654 
嘉手納宗徳［編訳］ 1978 『球陽外巻 遺老説傳』（沖縄文化史料集成６）角川書店 
国立国語研究所［編］ 1963 『沖縄語辞典』大蔵省印刷局 
仲井真元楷［編著］ 1974 『沖縄民話集』（現代教養文庫818）社会思想社 
西岡 敏 2000 ｢沖縄語五十音図と動詞カナ活用表」『沖縄学』第４号 沖縄学研究
所：pp.54-68 
 
 
Hosei University Repository
